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要旨 

本研究の目的は、稿者が参加している A 自主夜間中学における年少者日本語支援等の活

動を通して、多文化共生社会を実現するために自主夜間中学が担う役割を探ることである。 

日本政府は少子高齢化による労働者不足を解消するために外国人労働者拡大施策を進

めているが、それに付随して日本社会は、海外から多様な文化背景を持つ人々を隣人とし

て迎え入れ、違いを認め合い、対等な関係で共生する「多文化共生社会の構築」という課

題に直面している。日本に在留する外国人 273 万人のうち 146 万人が外国人労働者（2018

年 10 月、厚生労働省）であり、さらに 2018 年 4 月に改正出入国管理法が施行されて新た

な在留資格である「特定技能」が設けられ、今後 5 年間で 34 万 5000 人の外国人技能労働

者の受け入れを見込んでいるが、受け入れ側の雇用主による暴力、賃金不払いなど非人道

的な労働環境が原因で生じた年間 9052 人もの技能実習生の失踪（2018 年、法務省調査）

や、東京、愛知、大阪など都市部を中心に学校に通っていない可能性がある不就学の外国

籍小中学生が全国に 2 万人いるという現状（2019 年 5 月、文部科学省調査）は、日本政

府及び受け入れ側の企業が、外国人労働者を人間ではなく使い捨ての安価な労働力とみな

し、社会の一員として迎える姿勢が欠如していることを明確に示していると考える。  

以上の背景を踏まえて、本論文の第 1 章、第 3 章、第 4 章では、政府の「外国人労働者

拡大施策」に付随する問題を検証し、第 5 章と第 6 章では、A 自主夜間中学校に参加して

いる外国ルーツの年少者 Yへの半構造インタビュー調査を実施し、木下康仁が開発した「修

正版グランデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）」の分析技法を用いて、多文化共生社

会の実現を目指す A 自主夜間中学校の役割を考察した。Y へのインタビュー調査の結果、

A 自主夜間中学が「日本語支援の場所」であるとともに、「安心して勉強できる居場所」、

「異文化理解の場所」、「問題解決の場所」、「必要な情報を入手できる場所」、「社会参加の

準備をサポートする場所」という役割を担っており、Y にとって「大事な場所」であるこ

とが明らかになったが、年少者日本語支援に関しては、稿者の力不足のため十分な支援が

できなかった。特に学習言語及び漢字学習の支援に関して、今後の課題として研究したい。 

また、「外国人労働者拡大施策」に付随する問題を検証した結果、これまで多文化共生

社会の実現を阻んできた (1) 憲法や法律がすべての人々に行き渡らなかった問題と夜間

中学、(2) 法律の解釈によって生じた問題と不就学という法律や制度に係る問題が明らか

になった。教育法規の基本である日本国憲法第 26 条と教育基本法第 4 条および第 5 条に

は、教育を受ける権利及び義務教育について、「すべての国民が等しく教育を受ける権利が

ある」と定めているが、戦後の厳しい生活環境の中で、法律で保障されていても義務教育

を受けられなかった人々ばかりでなく、被差別部落の子ども及び「外国人の子どもは、義

務教育の対象ではない」という法律の解釈によって除外された在日韓国朝鮮籍のオールド

カマーの子どもが存在し、受け皿として機能していた夜間中学や自主夜間中学に出会って

識字や基礎教科などを学ぶことができた体験を、A 自主夜間中学校や全国夜間中学研究会

で当事者から聞いて稿者は衝撃を受けた。夜間中学校および自主夜間中学校のスピーチ大

会では、在学生や卒業生たちが、「学ぶことで自分の言葉を獲得し、自分の存在が肯定でき、

自信をもって生きられるようになった。」と学ぶ意味と喜びを語り、夜間高校、大学へと進

学した被差別部落の女性は、「ことばと文字は切り離すことができない。文字とは、ことば

を支えるもの。」と語って、識字と基礎教育がいかに大切かを強調した。 



２ 

 

政府は、戦後 70 年間、夜間中学校の存在に否定的な立場をとり続けたが、近年、夜間

中学の必要性を認め、政府広報オンライン「暮らしに役立つ情報」で、「夜間中学を知って

いますか」というタイトルで、夜間中学校の所在地や入学案内などの情報を発信している。    

「時代を映す鏡」と言われる夜間中学校は、近年、未就学、不就学、形式卒業などの背景

をもつ日本人学習者ばかりでなく多国籍の労働者や子どもたちが在籍しており、日本語や

基礎教科を学び様々な年代の生徒と交流できる貴重な居場所となっている。多様な文化背

景の生徒が、違いを認め合って学び合う姿は「多文化共生社会の縮図」でもあるが、公立

夜間中学は、9 つの都府県に 33 校しか設立されていないことと、夜間中学の生徒約 1700

人のうち 80%を占める外国籍生徒に日本語を教える専門の教員が不足しているという課

題があり、現場の教育関係者は専門科目の他に日本語を教えることは負担が重すぎるので、

外国人生徒への日本語教育を担う教員を確保するための支援拡大を行政に要請している。 

国と地方自治体に対し、外国人や外国ルーツの子どもに日本語教育を実施する責務を定

めた「日本語教育推進法」（2019 年 6 月 28 日公布、施行）には、日本語教育は「多様な

文化を尊重した活力ある共生社会の実現」を目的とし、基本理念として「年少者の家庭に

おいて使用する言語の重要性に配慮する必要がある」と記されているが、年少者の母語教

育を実施している公立学校は限られているため、子どもが母語を喪失し親との意思疎通が

不可能になるケースも多い。未来を担う外国ルーツの子どもが健やかに成長し、活力ある

共生社会を構築するには、日本語教育だけではなく、子どもが母語を維持し母文化を尊重

するための母語教育も重要であり、親や地域のバイリンガル支援者などと協力関係を作っ

て、学校教育及び行政が連携して母語教育を実施する必要があると考える。  

川崎市は、外国ルーツの市民を標的にしたヘイトスピーチ（憎悪表現）に罰金が科せら

れる刑事罰条例を作り、2019 年 12 月 12 日に定例市議会本会議で可決成立した。ジャー

ナリストで武蔵大学教授のアンジェロ・イシが指摘するように日本には、単一民族という

幻想があるため外国人に対し、安心や安全が脅かされるという根拠のない不安を抱く日本

人もいるので、共生社会の実現のためには、日本社会の閉鎖性という「心の壁」を克服す

ることが稿者も含めて最大の課題であると考える。 
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